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合
同
関
東
部
会
を
開
催

藤
江
氏
が
定
年
退
官
記
念
請
演

日
本
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
と
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
会
は
６
月
１７
日
、
専
修
大
学
神
田
校
舎
で
合
同
関
東
部
会
を

開
催
し
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
の
研
究
報
告

に
加
え
、
日
本
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
の
特
別
企
画
と
し
て
、
前

千
葉
商
科
大
学
教
授
の
藤
江
俊
彦
氏
に
よ
る
定
年
退
宮
記
念
講
演
や
、

昨
年
１
月
に
亡
く
な

っ
た
亀
井
利
明
名
誉
理
事
長
の
追
悼
書
に
関
す
る

出
版
記
念
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
当
日
は
学
会
会
員

な
ど
が
参
加
し
た
。

亀井 リスクマネジメン ト論について議論

部
会
の
冒
頭
、
上
田
和
勇

専
修
大
学
教
授
が
あ
い
さ
つ

し

「本
日
は
、
南
は
鹿
児
島

や
山
口
の
下
関
か
ら
、
北
は

東
北
か
ら
参
加
い
た
だ
き
、

大
変
感
謝
し
て
い
る
。
半
日

に
力
牝
る
合
同
部
会
が
有
意

義
な
も
の
に
な
れ
ば
と
思

っ

て
い
る
」
と
述
べ
た
。

研
究
報
告
で
は
、
下
関
市

立
大
学
教
授
の
森
幸
弘
氏
が

「中
小
事
業
者
の
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
商
品
先
物
市

場
」
を
テ
ー
マ
に
、
大
阪
産

業
大
学
の
渡
遷
容
子
氏
が

「近
時
の
判
例
傾
向
か
ら
み

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る

リ
ス
ク
」
を
テ
ー
マ
に
そ
れ

ぞ
れ
発
表
。
森
氏
は
、
世
界

の
取
引
所
に
比
べ
て
日
本
で

は
低
調
な
商
品
デ
リ
バ
テ
ィ

ブ
取
引
に
つ
い
て
、
中
小
事

業
者
に
よ
る
利
用
払
大
に
向

け
た
課
題
を
探

っ
た
。
渡
遷

氏
は
、
社
会
的
に
顕
在
化
し

て
い
る

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

の
現
状
を
、
職
場
に
お
け
る

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
中

心
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、

近
時
の
判
例
傾
向
か
ら
直
面

す
る
問
題
点
と
今
後
の
課
題

を
考
察
し
た
。

体
憩
を
挟
ん
で
行
わ
れ
た

記
念
企
画
で
は
ま
ず
、
藤
江

氏
が

「組
織
不
祥
事
に
お
け

る
対
応
の
失
策
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
し
、
近
年
に

起
き
た
行
政
や
企
業
の
不
祥

事
を
分
析
し
な
が
ら
、
対
応

の
失
敗

の
本
質
を
考
察
し

た
。行

政
の
不
祥
事
に
つ
い
て

は
、
加
計
学
園
問
題
や
不
用

意
発
言
に
端
を
発
し
た
大
臣

の
辞
任
な
ど
中
央
宮
庁
に
関

わ
る
も
の
や
、
教
育
委
員
会

に
よ
る

「い
じ
め
事
件
」
否

認
報
告
、
県
議
会
議
員
の
政

務
活
勒
費
詐
欺
と
い

っ
た
地

方
自
治
体
関
連
の
事
件
な
ど

を
紹
介
し
た
。
事
後
の
不
適

切
な
対
応
が
問
題
を
大
き
く

さ
せ
た
も
の
が
多
い
中
、
適

切
に
対
応
し
た
事
例
と
し

て
、
福
岡
市
Ｊ
Ｒ
博
多
駅
前

道
路
陥
没
事
件
を
取
り
上

げ
、

「福
岡
市
長
の
ネ
ッ
ト

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
迅
速

で
分
か
り
や
す
い
情
報
告
知

。
開
示
や
、
役
所
内
各
部
門

で
の
相
互
連
絡
と

一
体
感
の

あ
る
対
応
は
他
の
自
治
体
に

も
参
考
に
な
る
」
と
評
価
し

た
。一

方
、
企
業
の
不
祥
事
に

つ
い
て
は
、
東
芝
不
正
会
計

。
巨
額
損
失
問
題
を
取
り
上

げ
た
。
時
系
列
で
問
題
の
発

生
か
ら
現
在
ま
で
を
概
観
し

て
か
ら
、
失
敗
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
①
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ

ー
の
戦
略
的
失
敗

谷ウ

ェ
ス

テ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
買
収
）
②

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
戦
術
的

失
策

（会
計
不
正
）
③
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
の
個
人
的
野
心

（対
立

・
虚
飾
）
④
院
政
型

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

（相
談
役

・
顧
間
）
⑤
国
策
企
業
的
勘

違
い

（
政
府

・
経
済
産
業

省
）
⑥
社
員
軽
視
の
風
土

（意
見
遮
断
）
⑭
内
部
統
制

の
欺
雨

０
０
ま
ん
）

（社
外

取
締
役
等
）
―
の
７
点
を
指

摘
し
た
。

後
半
は
、
亀
井
名
誉
理
事

長
の
主
要
図
書
を
体
系
化

し
、
章
ご
と
に
補
筆
し
て
ま

と
め
た
追
悼
書

「リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
本
質
」
の
出

版
記
念
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
実
施
。
編
著
者
で
あ
る
上

田
氏
を
は
じ
め
、
関
西
大
学

教
授
の
亀
井
克
之
氏
、
森

氏
、
放
送
大
学
教
授
の
奈
良

由
美
子
氏
、
日
新
火
災
の
亀

井
弘
明
氏
、
元
白
鴎
大
学
教

授
の
戸
出
正
夫
氏
、
東
北
福

祉
大
学
教
授
の
江
尻
行
男
氏

の
７
人
が
補
筆
を
担
当
し
た

各
パ
ー
ト
の
概
要
や
感
想
な

ど
を
述
べ
て
か
ら
、
亀
井
名

誉
理
事
長
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
論
に
つ
い
て
議
論
し

た
。上

田
氏
は
、
同
書
を
編
集

し
た
経
緯
に
つ
い
て

「亀
井

先
生
が
逝
去
さ
れ
た
後
、
い

く
つ
か
主
要
図
妻
を
読
み
直

し
た
と
こ
ろ
、
現
代
の
企
業

や
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
と

っ
て
非
常
に
重
要
な
論
点
に

つ
い
て
体
系
化
し
て
研
究
し

て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
後

世
の
人
に
伝
え
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
、
各
先
生
に
補
筆

を
依
頼
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

結
果
、
今
回
の
本
が
完
成
し

た
」
と
述
べ
た
。

第
２
章

「リ
ス
ク
の
意
義

・
形
態

。
本
質
」
な
ど
を
担

当
し
た
亀
井
氏
は

「現
在
、

リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
書
籍
が

た
く
さ
ん
出
版
さ
れ
て
お

り
、
ど
れ
も
役
に
立
つ
が
、

英
国
や
フ
ラ
ン
ス
の
書
籍
を

踏
ま
え
て
書
か
れ
た
本
は
意

外
と
少
な
い
中
、
亀
井
先
生

は
原
理
原
則
に
基
づ
き
、
耀

外
の
先
行
研
究
を
し

っ
か
り

踏
ま
え
て
執
筆
さ
れ
て
い

た
」
と
指
摘
。
ま
た
、
第
３

章

「リ
ス
ク
処
理
手
段
の
選

択
」
を
担
当
し
た
森
氏
は

「亀
井
先
生
は
早
く
か
ら
、

保
険
だ
け
に
依
存
し
た
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
不
十
分

で
あ
り
、
多
様
な
リ
ス
ク
処

理
手
段
の
効
率
的
な
活
用
が

不
可
欠
に
な
る
と
強
調
し
て

お
り
、
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
と
リ
ス
ク
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

の
二
つ
の
区
分
に
つ
い
て
葬

常
に
分
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
る
」
と
説
明
し
た
。

第

８
章

「
家
庭
危
機
管

理
」
を
担
当
し
た
奈
良
氏
は

「
こ
の
章
の
最
も
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
理
論
の
汎
用
性
。
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
は
企

業
経
営
を
中
心
に
生
成

。
発

展
し
た

一
方
で
、
か
な
り
汎

用
化
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

亀
井
先
生
は
リ
ス
ク
を
抱
え

る
家
庭
に
も
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
考
え
方
を
応
用
す

る
こ
と
は
有
効
だ
と
い
う
こ

と
を
示
し
た
」
と
解
説
し

た
。亀

井
弘
明
氏
は
、
担
当
し

た
第
１０
章

「ソ
ー
シ
ャ
ル

・

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
展

開
」
に
つ
い
て

「保
険
会
社

で
働
い
て
い
る
立
場
か
ら
す

る
と
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
リ
ス

ク
と
い
う
新
し
い
概
念
を
う

ま
く
定
義
付
け
て
い
る
と
の

印
象
を
受
け
た
と
と
も
に
、

保
険
に
つ
い
て
学
問
と
実
務

が
う
ま
く
マ

ッ
チ

し

て
い

た
」
と
評
し
た
。
ま
た
、
第

・２
章

「鬼
怒
川
の
氾
濫
に
み

る
ソ
フ
ト

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
重
要
性
」
を
補
筆
し
た
戸

出
氏
は

「亀
井
先
生
は
、
リ

ス
ク
感
性
の
豊
か
さ
が
非
常

に
大
事
だ
と
始
終
言

っ
て
い

た
が
、
最
近
で
は
、
早
く
か

ら
避
難
警
報
が
出
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
多
ぐ
の
地
域

住
民
が
自
力
で
避
難
で
き
な

か

っ
た
鬼
怒
川
の
氾
濫
の
事

例
が
、
リ
ス
ク
感
性
の
重
要

性
を
よ
く
表
し
て
い
る
」
と

の
考
え
を
示
し
た
。
第
１３
章

「介
護
を
め
ぐ
る
ソ
ー
シ
ャ

ル

・
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
」
を
担
当
し
た
江
尻
氏
は

「２
０
０
０
年
に
導
入
さ
れ

た
介
護
保
険
制
度
に

つ
い

て
、
亀
井
先
生
は
当
初
か
ら

非
常
に
詳
し
く
研
究
し
て
お

り
、
庶
民
の
味
方
的
な
発
想

で
書
か
れ
て
い
る
と

こ
ろ

は
、
非
常
に
勉
強
に
な

っ

た
」
と
振
り
返

っ
た
。

部
会
の
最
後
に
事
務
局
か

ら
、
今
年
開
か
れ
る
第
４．
回

全
国
大
会
の
開
催
地
が
東
北

福
祉
大
学
に
な

っ
た
と
紹
介

さ
れ
た
。

「リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
本
質
」
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も


